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「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
12
月
１
日
、
神
戸
市

勤
労
会
館
で
「
地
域
が
元
気
に
な
る
自
治
体
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

県
内
企
業
の
技
術
力
を
高
め
る
支

援
策
や
地
元
産
業
・
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
整
備
の
必
要
性

な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。  

 

学
習
会
で
は
、
宮
崎
大
学
・
地
域
資

源
創
成
学
部
の
入
谷
貴
夫
教
授
が
自
治

体
の
「
地
域
政
策
」
を
中
心
に
講
演
。

林
業
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
産
物
を

軸
に
し
た
４
市
町
村
の
先
進
例
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

 

都
道
府
県
の
地
域
政
策
で
は
、
「
外

来
型
開
発
」
の
大
分
県
と
「
内
発
的
発

展
」
の
京
都
府
の
事
例
を
対
比
し
て
紹

介
。
兵
庫
県
の
二
十
年
間
の
産
業
連
関

構
造
を
分
析
し
、
兵
庫
経
済
の
内
発
的

発
展
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
県
外
か
ら
の
企
業
誘
致
に

依
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
企
業
が

高
付
加
価
値
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
生

産
し
う
る
よ
う
な
支
援
、
大
都
市
地
域

の
特
性
を
い
か
し
た
地
元
市
場
産
業
の

「
移
輸
出
」
を
増
や
す
必
要
性
を
強
調

し
ま
し
た
。 

 
入
谷
教
授
の
講
演
を
う
け
て
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
地
域
で
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く

基
盤
が
壊
さ
れ
て
い
る
も
と
で
、
地
元

産
業
の
創
出
や
中
小
企
業
支
援
な
ど
産

業
政
策
の
探
求
を
も
っ
と
重
視
し
て
い

こ
う
」
。 

「
ど
ん
な
地
域
循
環
型
の
経
済
を
つ

く
っ
て
い
く
の
か
。
政
策
面
と
と
も

に
、
運
動
面
で
の
探
求
も
大
切
で
は
な

い
か
」
。 

「
兵
庫
県
で
は
、
三
菱
や
川
重
、
神
戸

製
鋼
な
ど
大
企
業
の
撤
退
か
ら
地
域
の

雇
用
と
経
済
を
ど
う
守
る
の
か
と
い
う

課
題
も
重
要
」
。 

「
国
は
『
特
区
』
の
旗
を
振
る
が
、
養

父
市
で
の
『
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬

の
り(

憲) 

 
 

の
り(

法) 

 
 

 
 

コ
ラ
ム 

  

昨
年
の
11

月
末
に
妻
と
映
画

『
ボ
ヘ
ミ
ア
ン･

ラ
プ
ソ
デ
ィ
』

を
見
に
行
っ
た
。
こ
の
映
画
の
こ

と
を
マ
ス
コ
ミ
が
大
々
的
に
取
り

上
げ
る
こ
と
は
ま
だ
な
く
、
映
画

無
料
券
の
期
限
が
切
れ
そ
う
と
い

う
こ
と
で
私
た
ち
は
足
を
向
け

た
。
と
こ
ろ
が
平
日
の
昼
間
な
の

に
満
員
で
年
齢
層
の
幅
が
広
い
。

な
ぜ
？
▼
英
国
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「
ク
イ
ー
ン
」
の
ボ
ー
カ
ル
だ
っ

た
フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の

半
生
を
描
い
た
こ
の
映
画
。
バ
ン

ド
の
全
盛
期
は
一
九
七
〇
～
八
〇

年
代
だ
が
そ
の
こ
ろ
青
春
真
っ
最

中
の
私
に
は
無
縁
の
音
楽
。
今

回
、
観
て
聴
い
て
体
も
ふ
る
え
た

が
、
そ
れ
よ
り
な
ぜ
若
い
人
を
も

引
き
つ
け
る
の
か
疑
問
的
な
感
動

が
強
く
残
っ
た
▼
12

月
に
入
る

と
、
こ
の
映
画
が
大
は
や
り
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
テ
レ
ビ･

新

聞
が
取
り
上
げ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
若
者
が
こ
う
答
え

た
。
「
自
分
を
出
し
切
る
こ
と
そ

れ
が
一
番
大
切
」
「
自
分
ら
し
く

生
き
る
と
い
う
の
は
あ
り
ふ
れ
た

こ
と
だ
け
ど
、
そ
の
た
め
に
は
何

か
と
た
た
か
わ
な
い
と
い
け
な
い

の
だ
」
。
あ
る
新
聞
に
は
「
あ
な

た
は
あ
な
た
な
の
だ
、
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
の
で

は
」
と
い
う
分
析
も
▼
や
っ
ぱ
り

青
年
た
ち
も
必
死
で
求
め
て
い
る

の
だ
。
な
ら
ば
自
身
も
生
き
方
を

問
い
、
語
り
、
聴
き
、
共
同
ひ
ろ

げ
た
い
。
新
し
い
年
へ
の
決
意
で

す
。
（
Ｔ
） 

指
導
』
も
、
過
疎
地
域
の
医
療
を
助
け

る
も
の
に
は
な
ら
ず
、
服
薬
指
導
も
大

型
薬
局
チ
ェ
ー
ン
店
に
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
」
。 

 

入
谷
教
授
は
、
兵
庫
県
経
済
の
内
発

的
発
展
に
か
か
わ
る
質
問
に
も
こ
た

え
、
工
業
試
験
場
や
そ
の
職
員
確
保
な

ど
、
県
内
企
業
の
技
術
力
を
高
め
る
積

極
的
な
支
援
策
の
必
要
性
を
強
調
。
市

町
と
県
の
あ
い
だ
に
あ
る
圏
域
で
、
地

元
産
業
・
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
整
備
の
必
要
性
も
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

学
習
会
は
、
神
戸
女
学
院
大
学
教
授

で
県
政
の
会
代
表
幹
事
の
石
川
康
宏
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
入
谷
教

授
、
津
川
知
久
代
表
幹
事
、
日
本
共
産

党
の
き
だ
結
県
議
も
討
論
に
参
加
。
参

加
者
も
交
え
て
議
論
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
立
憲
民
主
党
の
桜
井
周
衆
院

議
員
が
出
席
し
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。 

「憲法県政の会」学習会 １８年１２月１日（右） 

県｢行革」ストップ！連絡会 県庁前宣伝 １８年１２月２１日（上） 

第１５回定期総会のご案内 
 「兵庫・憲法県政の会」は、昨年６月に「京都の選挙に学

ぶ会」、１２月に「地域が元気になる自治体づくり」学習会

を開催し、次期選挙に向けた活動を継続しています。 

 下記のとおり、第１５回定期総会を開催します。 

 加入団体・地域の会、賛同する方々のご出席をお願い致し

ます。 

【日時】２月２１日（木）午後６時３０分 

【会場】神戸市勤労会館３０８号室 

 （ＪＲ・私鉄三宮駅より東へ徒歩５分） 



 

 

交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
医
療
費
の
問
題
で
、
県
は

「
負
担
は
必
要
と
考
え
る
。
無
料
化
は

考
え
て
い
な
い
」
と
回
答
。
参
加
者
か

ら
は
「
中
学
３
年
ま
で
実
施
が
80
％
以

上
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
い
う
が
、
神
戸

市
等
大
き
な
市
町
が
未
実
施
な
の
で
人

口
で
は
40

％
が
恩
恵
を
受
け
て
い
な

い
」
と
指
摘
し
、
「
財
政
規
模
が
小
さ

く
て
も
高
校
卒
業
ま
で
実
施
し
て
い
る

県
も
あ
る
。
２
兆
円
規
模
の
兵
庫
県
が

実
施
し
よ
う
す
と
る
な
ら
０
・
３
％
、

例
え
れ
ば
２
万
円
の
内
61
円
で
実
施
可

 「変えよう！兵庫県政」 第３３号 ２０１９年１月１０日（２） 

能
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
の
主
な
回
答
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

【
「
公
契
約
条
例
」
の
制
定
】 

県
が
発
注
す
る
契
約
の
み
が
対
象

で
、
効
果
が
限
定
的
。
設
計
労
務
単
価

を
基
準
と
す
る
賃
金
改
善
額
の
設
定
で

は
、
県
の
発
注
業
務
と
そ
れ
以
外
で
不

平
等
が
生
じ
る
。 

【
消
費
税
増
税
に
反
対
し
、
国
に
申
し

入
れ
を
】 

 

消
費
税
増
税
は
、
地
方
財
政
の
財
源

確
保
と
社
会
保
障
の
安
定
確
保
の
た
め

に
不
可
欠
。
10
％
へ
確
実
に
引
き
上
げ

る
よ
う
景
気
対
策
を
国
に
求
め
て
い

る
。 

【
「
ト
ラ
イ
・
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
】 

 

社
会
体
験
を
目
的
と
し
て
お
り
、
自

衛
隊
で
の
体
験
も
問
題
は
な
い
と
考
え

る
。 

 

兵
庫
県
は
、

11

年
間
に
わ
た
る

「
行
革
」
に
続
き
、
今
後
10
年
間
の

「
行
財
政
運
営
方
針
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
医
療
福
祉
助

成
の
カ
ッ
ト
や
県
職
員
の
３
割
削
減

の
継
続
、
少
子
化
を
見
込
ん
だ
教
職

員
の
削
減
、
公
共
施
設
、
公
立
病
院

の
統
廃
合
な
ど
、
さ
ら
に
県
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

県
民
い
じ
め
の
「
行
革
」
ス
ト
ッ

プ
！
要
求
実
現
連
絡
会
は
、
安
心
し

て
働
き
、
子
育
て
が
で
き
る
兵
庫
県

政
へ
の
転
換
を
求
め
、
12
月
27
日
、

安心して教育を受けられる環境づくりへ 

県政の転換を 
児童・生徒の教育条件や教職員の労働条件を改善し

ていくこと、子どもたちにゆき届いた教育を保障する

ことが県の責務です。 

 しかし、兵庫県の少人数学級は一向に進んでいません。西上兵庫

県教育長は１２月の県議会本会議の答弁で、「きめ細かい子どもへ

の対応や教職員の働き方の改善には、定数改善が必要」としながら

も、「引き続き国に改善を要望」として、兵庫県独自での３５人学

級への措置は考えていないと回答しています。 

 全国に先駆けて、高校で４０人学級を導入した兵庫県は、今は全

国で中学１年生の３５人学級の未実施が兵庫含めた４府県との有様

です。また、県教委は、９月２８日に来年度の公立高校普通科を希

望する中学生を今年度よりも７２５名減少し２７０２４名と発表

し、１０月２５日には公立高校普通科の定員を全県で８８０名も削

減すると、中学生に酷い仕打ちをしています。 

 県内の子どもたちへの教育の責任を負うべき県教委がこういった

状況にあるのは、一つには県「行革」があります。一時期、県「行

革」で毎年前年の１０％減を提示されてきた学校予算の削減によっ

て、雨漏りも放置されたままで廊下にバケツの間を車いすの生徒が

通り抜けている特別支援学校まで存在します。 

 「子どもの笑顔はゆとりある学校で」‐安心して教育を受けられ

る環境づくりへ、県政の転換が求められています。 

深刻な消費不況が続き、地域経済と中小業者へのいっそ

うの支援が求められる中、兵商連は、県下の民商ととも

に、５年目となる県下全自治体との懇談を１０月から進

め、地域経済・中小業者施策の拡充を求めています。１２

月末現在、４０市町が終わり、民商からはのべ２２４人が

参加、自治体からは２６３人が参加しています。  

こうした「自治体キャラバン」の集大成として、１１月

２２日、兵庫県中小業者決起大会を開き、地域経済になく

てはならない中小業者を兵庫県中小企業振興条例にもとづ

き、支援するよう求めました。 

午前は、日本政策金融公庫、神戸銀行協会など金融機関

関係８ヵ所と兵庫労働局、午後は県庁の各部局６ヵ所への

要請行動を展開しました 

産業労働部との懇談では、県下各地の地域状況を伝え、

中小企業振興基本条例にもとづき、地域経済を支える中小

業者施策の拡充などを求めました。この他、「納税緩和措

置の積極的活用を」（税務課）、「地域で雇用を生み出し

資金が循環する住宅（店舗）リフォーム助成制度の創設」

（県土整備部）などの要望にもとづき話し合いました。 

地域金融室や日本政策金融公庫など金融問題でも、会員

景況調査結果を示し、中小業者を育成し地域経済を活性化

させる立場での施策の充実、対応を求めました。 

午後３時半からの決起大会では、「今日の行動を大いに

確信にし、消費税増税中止、中小業者を軸にした地域経済

対策をつくるため奮闘しよう。私たちの世論と運動が、安

倍首相を追い込んできたことに確信を持って、さらなるた

たかいを広げよう」との大会決議を確認しました。 

また当日は、県庁前の早朝宣伝で「中小業者を中心とし

たまちづくりで、地域を元気に」と県職員らに呼びかけ、

午後は神戸元町・大丸前で「消費税１０％を中止し景気回

復を」「憲法守れ」と市民に訴えました。 

ス
ト
ッ
プ
県
「
行

革
」
の
会
が 

対
県
交
渉 

地域経済への支援求め、県と懇談（兵商連） 


